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残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す

委 員 長 　 　 三 上  幸 夫
副 委 員 長 　 岩 﨑  清 和
　 　 　 　 　 山 口  太 志
　 　 　 　 　 山 本  大
　 　 　 　 　 川 出  純

　
議
会
広
報
誌
を
発
行
す
る

こ
と
に
あ
た
り
、
私
も
議
員

と
し
て
皆
さ
ん
の
仲
間
に
な

り
、
精
一
杯
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
は
、
未
曾
有
の
災
害

が
起
こ
り
、
議
員
一
同
大
変

心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
浅
学
な
私
で
す

が
、
一
つ
一
つ
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
議
員
を

続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　    

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
清
）

　今回から、「こんにちは！議会です」の新しい特集記

事として「由良町豆情報」をお届けします。

　橋本市在住の東忠宏さんが、「由良町へ訪れる皆さ

んに町の魅力をPRしたい」と里地内の山中に「ゆらき

ゃんぷ」を今年４月末にオープンしました。

　現在、初心者向けプランが中心で、テントや焚き火

台、チェア、テーブルなど食材以外の必要なものは東

さんが用意してくれ、サポートもしてくれる「てぶらキ

ャンプ」で自然を満喫できそうです。

　東さんは、「魅力的な観光スポットや名物がありま

すので、由良町を盛り上げていければ」と地域活性に

も貢献してくれそうです。

　詳しくは、ホームページや地方紙をご覧ください。

ゆらきゃんぷ
住　　所 ： 〒649-1111 由良町里地内
営 業 日  ： 金、土、日、月、その他祝日
 　　　　   （金はチェックイン、月はチェックアウト）
営業時間 ： IN 12:00／OUT 11:00
H　　  P  ： https://www.yuracamp.com H  P

ゆらきゃんぷ由良町役場

JR紀伊由良駅
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 6月9日～15日[会期]令和 5年度　一般会計補正予算（第 2号）

補正総額　8,100万円増額

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方給付金給付事業
高校生・大学生等応援給付金給付事業
低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金給付事業
新型コロナウィルスワクチン予防接種事業
鳥獣害防止対策事業     
観光施設整備事業

3,295 万円
1,513 万円
300 万円
1,752 万円
473 万円
600 万円

令和５年度　一般会計補正予算（第１号）

給食費相当保護者負担軽減助成金　

給食費 11か月分の無償化に伴い、
学校給食に該当しない児童生徒
（由良町立以外の小中学校等に在籍
している等）の保護者に対して学校
給食に要する経費相当額を補助する。

補正額　　170万円増額

高校生・大学生等応援給付金

　高校生・大学生等応援給付金とは。

（総務政策課副課長）
　16歳から 25歳の子どもを扶養する由良町在住の保護者
に支給します。（子ども１人当たり５万円）

　住所を移している大学生は対象となるのか。

（総務政策課副課長）
　子どもの住所は支給要件には関係しないので、対象となります。

緊急対策工事の早期実施を

（地域整備課長）　
　これは、二次災害防止のための緊急工事を行うため
の予算です。
　重要度など優先すべきものはあるが、この緊急対策
費を使って、できるだけ早期復旧に努めます。

（地域整備課長）　
　これは、二次災害防止のための緊急工事を行うため
の予算です。
　重要度など優先すべきものはあるが、この緊急対策
費を使って、できるだけ早期復旧に努めます。

　民家から遠く、例えば白倉池付近の災害箇所では、
池の管理や備長炭など、地場産業育成にも直結してい
るため、緊急対策工事費を使って早期に復旧されたい。

　民家から遠く、例えば白倉池付近の災害箇所では、
池の管理や備長炭など、地場産業育成にも直結してい
るため、緊急対策工事費を使って早期に復旧されたい。

令和 5年度　一般会計補正予算（第 3号）

補正総額　1億 2,830万円増額
緊急対策工事
町営住宅補修工事
集会所補修工事
農地農業用施設災害復旧事業
公共土木施設災害復旧事業

5,000 万円
2,000 万円
420 万円
3,100 万円
2,100 万円

農林水産業費での職員任用について　農林水産業費で、会計年度任用職員の予算を計上しているが、
どのような職員の任用を考えているのか。

（産業振興課長）
　4月から鳥獣被害対策として、集落支援員１名を任用し、主に見回り、追払い等を実
施していますが、まだまだ不十分であることから１名増員し、今後は２名体制で連携し
て、捕獲に向けた取組等も実施していきます。

農林水産業費での職員任用について

　令和５年６月定例会は、６月９日から１５日までの７日間の会期で開かれました。
　報告７件、条例一部改正２件、人事９件、補正予算２件の計２０件の議案が提出され、
すべて原案のとおり承認、可決、同意しました。
　一般質問は、５名の議員が登壇しました。 

令和5年9月令和5年9月

増
額
補
正
の

　
主
な
も
の

増額補正の主なもの

可決

可決

承認

由良小学校（給食の様子）



23

 6月9日～15日[会期]令和 5年度　一般会計補正予算（第 2号）

補正総額　8,100万円増額

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方給付金給付事業
高校生・大学生等応援給付金給付事業
低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金給付事業
新型コロナウィルスワクチン予防接種事業
鳥獣害防止対策事業     
観光施設整備事業

3,295 万円
1,513 万円
300 万円
1,752 万円
473 万円
600 万円

令和５年度　一般会計補正予算（第１号）

給食費相当保護者負担軽減助成金　

給食費 11か月分の無償化に伴い、
学校給食に該当しない児童生徒
（由良町立以外の小中学校等に在籍
している等）の保護者に対して学校
給食に要する経費相当額を補助する。

補正額　　170万円増額

高校生・大学生等応援給付金

　高校生・大学生等応援給付金とは。

（総務政策課副課長）
　16歳から 25歳の子どもを扶養する由良町在住の保護者
に支給します。（子ども１人当たり５万円）

　住所を移している大学生は対象となるのか。

（総務政策課副課長）
　子どもの住所は支給要件には関係しないので、対象となります。

緊急対策工事の早期実施を

（地域整備課長）　
　これは、二次災害防止のための緊急工事を行うため
の予算です。
　重要度など優先すべきものはあるが、この緊急対策
費を使って、できるだけ早期復旧に努めます。

（地域整備課長）　
　これは、二次災害防止のための緊急工事を行うため
の予算です。
　重要度など優先すべきものはあるが、この緊急対策
費を使って、できるだけ早期復旧に努めます。

　民家から遠く、例えば白倉池付近の災害箇所では、
池の管理や備長炭など、地場産業育成にも直結してい
るため、緊急対策工事費を使って早期に復旧されたい。

　民家から遠く、例えば白倉池付近の災害箇所では、
池の管理や備長炭など、地場産業育成にも直結してい
るため、緊急対策工事費を使って早期に復旧されたい。

令和 5年度　一般会計補正予算（第 3号）

補正総額　1億 2,830万円増額
緊急対策工事
町営住宅補修工事
集会所補修工事
農地農業用施設災害復旧事業
公共土木施設災害復旧事業

5,000 万円
2,000 万円
420 万円
3,100 万円
2,100 万円

農林水産業費での職員任用について　農林水産業費で、会計年度任用職員の予算を計上しているが、
どのような職員の任用を考えているのか。

（産業振興課長）
　4月から鳥獣被害対策として、集落支援員１名を任用し、主に見回り、追払い等を実
施していますが、まだまだ不十分であることから１名増員し、今後は２名体制で連携し
て、捕獲に向けた取組等も実施していきます。

農林水産業費での職員任用について

　令和５年６月定例会は、６月９日から１５日までの７日間の会期で開かれました。
　報告７件、条例一部改正２件、人事９件、補正予算２件の計２０件の議案が提出され、
すべて原案のとおり承認、可決、同意しました。
　一般質問は、５名の議員が登壇しました。 

令和5年9月令和5年9月

増
額
補
正
の

　
主
な
も
の

増額補正の主なもの

可決

可決

承認

由良小学校（給食の様子）



①担い手への農地利用の集積、集約化
②遊休農地の発生防止・解消
③新規参入の促進

広く農業者の声をくみ上げ、関係行政機関等に対し、
推進施策の改善について具体的な意見を提出

地域の課題解決に向けて取り組みます農地等の利用の最適化に取り組みます

農業経営の法人化、複式簿記の記帳や青色申告等を
通じて、担い手の育成・確保

農地の権利移動についての許可、農地転用申請書の
受理や意見書の添付

農地の確保と有効利用 農業の担い手の育成・確保

令和5年9月令和5年9月

台
風
の
被
災
状
況
と
今
後
の
課
題
は

　 【
町
長
】
住
家
被
害
で
は
、
床
上
浸
水
が

    

棟
、
床
下
浸
水
が
　
棟
の
合
わ
せ
て
　
棟
、

倉
庫
な
ど
の
非
住
家
被
害
が
　
棟
、
道
路
に
関

す
る
被
害
が
　
件
、
農
地
等
の
被
害
が
　
件
、

河
川
の
被
害
が
　
件
、
崖
く
ず
れ
等
の
土
砂
災

害
が
　
件
で
、
そ
の
他
の
被
害
等
を
加
え
ま
す

と
計
３
２
５
件
の
被
害
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

     

６
月
２
日
の
台
風
２
号
の
影
響
に
伴
う
線

状
降
水
帯
に
よ
る
被
災
状
況
は
。

背
後
で
土
石
流
が
発
生
し
た
現
場
で
、
迅
速
に

対
応
し
て
、
町
と
県
で
復
旧
に
向
け
た
取
り
組

み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　 

国
・
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
望
活
動
を

し
て
い
る
の
か
。

　 【
町
長
】
災
害
発
生
後
か
ら
、
県
と
の
連
絡
を

密
に
取
り
、
由
良
川
護
岸
が
洗
掘
さ
れ
た
箇
所

に
「
大
型
土
の
う
」
を
設
置
し
た
り
、
民
家
の

　   

今
後
、
自
主
防
災
会
な
ど
と
の
連
携
は
ど

う
す
る
の
か
。

被
害
を
整
理
し
た
上
で

今
後
の
対
策
を
講
じ
て
い
く

被災直後（里地内）土のう設置後（里地内）

　   【
町
長
】
町
内
　
地
区
、　
の
自
主
防
災
会

と
連
携
し
て
、
被
災
前
、
被
災
中
、
被
災
後
の

こ
と
を
整
理
し
た
上
で
話
し
合
い
を
行
い
、
今

後
の
対
応
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　   

寄
附
金
額
を
増
額
す
る
た
め
の
対
応
策
は
。

　   【
町
長
】
町
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
す
る

制
度
の
周
知
や
新
規
登
録
を
働
き
か
け
、
寄
附

金
額
の
下
限
額
の
引
き
下
げ
、
W
E
B
広
告
の

出
稿
に
よ
る
P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
年
間
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
白
崎
海
洋
公

園
に
お
い
て
な
ど
、
当
町
に
来
訪
さ
れ
る
方
が

現
地
で
寄
附
が
行
え
、
町
内
飲
食
店
等
で
利
用

が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
返
礼
品
と
し
て
、
受

け
取
れ
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

山口 太志
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戸
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農業委員会の基礎知識

監
査
委
員

人 

事

農
業
委
員

久
世
　
修
裕
氏

三
尾
川
　
番
地

３２１

同意

令和5年度　一般会計補正予算（第4号） 衣奈～三尾川間　町道３－123号線
工事請負契約（橋脚2基分）

　町民にとって、衣奈～三尾川間の町
道拡幅工事は、関心が高い案件です。
　現在の進捗状況は。

【地域整備課長】
　平成 27年度から着手し、延長約２
Kmで、約 3割程度の進捗です。

補正総額 4億2,800万円増額
農地等小規模災害復旧支援補助金

農地農業用施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧事業

300 万円

1億 3,500 万円

2億 9,000 万円

完成イメージ（町道 3-123 号線）

可決

議員が町行政の問題などを問いただす「一般質問」は
5 名の議員が質問に立ち、町当局の考えを質しました。
以下、その内容を要約してお知らせします。
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、
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な
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連
携
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。
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の
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を
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　   【
町
長
】
町
内
　
地
区
、　
の
自
主
防
災
会

と
連
携
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。
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。
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検
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農業委員会の基礎知識
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査
委
員

人 

事

農
業
委
員

久
世
　
修
裕
氏

三
尾
川
　
番
地

３２１

同意

令和5年度　一般会計補正予算（第4号） 衣奈～三尾川間　町道３－123号線
工事請負契約（橋脚2基分）

　町民にとって、衣奈～三尾川間の町
道拡幅工事は、関心が高い案件です。
　現在の進捗状況は。

【地域整備課長】
　平成 27年度から着手し、延長約２
Kmで、約 3割程度の進捗です。

補正総額 4億2,800万円増額
農地等小規模災害復旧支援補助金

農地農業用施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧事業

300 万円

1億 3,500 万円

2億 9,000 万円

完成イメージ（町道 3-123 号線）

可決

議員が町行政の問題などを問いただす「一般質問」は
5 名の議員が質問に立ち、町当局の考えを質しました。
以下、その内容を要約してお知らせします。



令和5年9月令和5年9月

由
良
川
水
系
の
防
災
強
化
を

　  

６
月
２
日
の
大
雨
で
、
由
良
川
水
系
が
氾

濫
し
、
農
地
、
道
路
が
水
没
し
ま
し
た
。

　
国
道
ま
で
土
砂
、
木
片
が
流
れ
出
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
線
路
高
架
下
の
低
い
県
道
は
水
没
し
、

通
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
損
壊
し
た
と
こ
ろ
を
早
急
に
直
す
こ
と
も
重

要
で
す
が
、
破
損
し
た
箇
所
の
復
旧
が
終
わ
っ

て
も
、
氾
濫
の
原
因
を
調
査
し
、
同
じ
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
田
畑
で
浸
水
し
や
す
い
場
所
等
を
調
査
し
、

対
策
改
善
を
行
い
、
防
災
上
強
化
さ
れ
た
由
良

川
水
系
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
畑
地
区
で
線
路
下
の
県
道
が
水
没
す

る
こ
と
で
、
県
道
水
没
時
に
、
自
宅
に
帰
れ
る

道
路
の
設
置
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
随
時
部
分
改
修

由良川被災（畑地内） JR 高架下水没（畑地内）

野田 悟
議員

　   【
町
長
】
J
R
高
架
下
の
水
没
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
形
上
、
川
の
水
位
が
増
水
し
ま
す
と
、

道
路
か
ら
の
排
水
効
率
が
悪
く
な
り
、
水
が
溜

ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
線
路
よ
り
も

高
い
位
置
に
道
路
を
設
置
す
る
し
か
方
法
が
な

い
た
め
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
河
川
を
全
面
改
修
す
る
場
合
は
、
下
流
か
ら

施
行
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
由
良
川
の
場
合

は
、
全
面
改
修
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
随
時
部
分
改
修
な
ど
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
里
地
区
の
床
上
浸
水
に
つ
い
て
は
、
由
良
川

が
越
水
し
、
J
R
の
線
路
が
あ
る
た
め
水
が
捌

け
に
く
く
、
新
た
な
排
水
路
を
設
置
す
る
こ
と

も
難
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
各
種

　
証
明
書
発
行
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
情
報

を
誤
っ
て
入
力
し
た
事
例
が
全
国
で
多
数
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
入
力
ミ
ス
の
保
険
証
で
医
療
機
関

へ
受
診
し
た
場
合
、
無
保
険
扱
い
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
由
良
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
し
て
登
録
す
る
際
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

　 

由
良
町
が
作
成
し
た
「
由
良
町
移
住
の

招
待
状
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
よ
り
移
住
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

よ
う
感
じ
ま
す
が
、
実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

【
町
長
】
由
良
町
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
登

録
す
る
際
、
窓
口
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
で

ご
本
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
入
力
し
て
い
た
だ
き
、
職
員
が
ご
本
人

確
認
を
し
な
が
ら
保
険
証
利
用
登
録
を
行
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
登
録
の
完
了
し
た
画
面
を
確
認

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
ご

本
人
の
前
で
行
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
証
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
組

合
の
方
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
由
良
町

で
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　 

【
町
長
】
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
進
捗
は

和
歌
山
県
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
サ
イ
ト
で

あ
る
「
わ
か
や
ま
住
ま
い
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
に
お
い
て
、
現
在
　
件
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
移
住
希
望
者
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
た
場

合
、
移
住
に
関
し
て
の
様
々
な
相
談
事
や
空

き
家
改
修
の
補
助
制
度
や
子
育
て
支
援
制
度

等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

現
在
　
件
登
録

17

17

川出 純
議員

67

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
は
ど
う
な
る

そ
の
他
の
質
問

・
ヘ
ル
ペ
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
補
助
金
を
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２
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令和5年9月令和5年9月

公
共
施
設
の
利
用
管
理
に
つ
い
て

　  【
町
長
】
改
訂
内
容
は
、
３
つ
の
基
本
方
針

の
う
ち
、
施
設
総
量
の
適
正
化
に
お
い
て
、
売

却
・
取
壊
し
後
の
跡
地
活
用
の
追
記
と
、
長
期

的
な
計
画
の
適
宜
見
直
し
を
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
、
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　 

令
和
３
年
９
月
議
会
で
は
、「
行
政
コ
ス
ト

を
縮
小
、
適
正
な
規
模
の
維
持
管
理
、
有
効
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
『
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
』
は
、
令
和
４
年
３
月
に
一
部

見
直
し
、
改
訂
す
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
措
置
状
況
は
。

　 

例
と
し
て
、
白
崎
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
私
は
地
域
の
方
々
が
管
理
を
し
て
、
進
ん

で
利
用
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
が
。

　 【
総
務
政
策
課
長
】
廃
校
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
周
辺
自
治
体
な
ど
の
事
例
を
収
集
し
、

参
考
と
な
る
活
用
事
例
を
研
究
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
例
え
ば
、
日
高
町
な
ど
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
企
業
誘
致
し
、
地
元
の
合
意

を
得
な
が
ら
廃
校
施
設
を
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
崎
小
学
校
に
限
ら
ず
、
地
域
の
皆
様
方
の

意
見
を
伺
い
、
よ
り
良
い
活
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　 

将
来
、
議
会
や
行
政
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
開
く
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

　
身
近
な
問
題
か
ら
由
良
町
の
こ
と
を
考
え
て
、

子
ど
も
議
員
か
ら
、
よ
り
多
く
の
質
問
を
受
け

て
ほ
し
い
。

　「
ゆ
ら
っ
こ
育
成
会
」
は
ど
の
よ
う
な
計
画

が
あ
る
の
か
。

　 【
教
育
課
長
】
ゆ
ら
っ
こ
育
成
会
と
は
、
町

内
在
住
の
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
所
属
す
る
団
体
の
名
称

で
す
。

　
地
域
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

由
良
町
の
産
業
や
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
の
体

験
活
動
を
し
て
い
て
、
そ
れ
で
得
た
知
識
や
技

術
で
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
の
計
画
で
は
、
少
年
議
会
を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
を
対
象
と
し
て
募
集
し
、
町
内
産
業
の
施

設
や
地
域
の
方
を
講
師
に
招
い
て
学
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
意
見
を
く
み
取
り

よ
り
良
い
活
用
法
を
検
討

白
崎
海
洋
公
園
の
運
営
管
理
と

今
後
に
つ
い
て

町
と
指
定
管
理
者
が
協
議
し

柔
軟
に
対
応

　   【
副
町
長
】
旧
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
物
は
、

平
成 

　
年
に
大
き
く
被
災
し
て
、
令
和
３
年
度

の
当
初
予
算
に
お
い
て
、
解
体
撤
去
費
用
を
予

算
計
上
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
な
効
果
、
ま
た
財

政
状
況
を
鑑
み
ま
し
て
、
一
昨
年
の
９
月
に
撤

去
工
事
を
見
合
わ
せ
る
た
め
の
補
正
予
算
を
承

認
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と
い
う

ふ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

　   【
副
町
長
】
想
定
外
の
こ
と
で
、
基
本
協
定

に
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
柔
軟
に
対
応

し
つ
つ
、
町
と
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

お
互
い
に
納
得
で
き
る
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　  

レ
ス
ト
ラ
ン
、
産
品
販
売
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
計
画
ど
お
り
円
滑

に
運
営
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　   【
町
長
】「
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
指
定
管
理
業
務
が
開
始
さ
れ
、
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
内
に
お
い
て
の
飲
食
並
び
に
産
品
販
売

業
務
、
ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
キ
ャ
ン
プ
場
の

運
営
等
、
新
し
い
事
業
者
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
直
前
の
３
月
末
に
公
園
の
キ
ャ
ン

プ
場
に
落
石
が
あ
り
、
利
用
さ
れ
る
観
光
客
の

皆
様
の
安
全
確
認
を
優
先
し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
を
一
部
使
用
禁
止
と
し
ま
し
た
の
で
、
厳

し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

旧白崎小学校

　 

白
崎
海
洋
公
園
が
由
良
町
の
観
光
地
の

シ
ン
ボ
ル
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
無
残
な

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
現
状
で
は
景
観
上
の
問
題
が

あ
り
、
何
ら
か
の
具
体
的
対
応
を
早
急
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

　 

今
回
の
不
可
抗
力
に
よ
る
災
害
で
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
が
一
部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
指

定
管
理
者
の
収
入
面
に
お
い
て
も
減
収
・
減
益

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
協
議
の
う

え
柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
。

三上 幸夫
議員

三好 章五
議員

仮設道（白崎海洋公園海側より）
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1011

令和5年9月令和5年9月

小中学校・こども園訪問（7月１２日）

由良小学校通学バス視察（６月８日） 町内工事箇所視察（５月３１日）

白崎海洋公園内（落石箇所）白崎海洋公園内（駐車場から）

只越配水池新設（1,600ｔ水槽）町道 3－123 号線　三尾川地内

通学バス下車状況 通学バス下車状況

排水機用発電機（門前地内） 水谷ため池（門前地内）由良小学校（タブレットの活用） 由良中学校（タブレットの活用）

ゆらこども園（懇談） 由良小学校（家庭科実習）
台風被害（６月２日）
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残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す

委 員 長 　 　 三 上  幸 夫
副 委 員 長 　 岩 﨑  清 和
　 　 　 　 　 山 口  太 志
　 　 　 　 　 山 本  大
　 　 　 　 　 川 出  純

　
議
会
広
報
誌
を
発
行
す
る

こ
と
に
あ
た
り
、
私
も
議
員

と
し
て
皆
さ
ん
の
仲
間
に
な

り
、
精
一
杯
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
は
、
未
曾
有
の
災
害

が
起
こ
り
、
議
員
一
同
大
変

心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
浅
学
な
私
で
す

が
、
一
つ
一
つ
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
議
員
を

続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　    

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
清
）

　今回から、「こんにちは！議会です」の新しい特集記

事として「由良町豆情報」をお届けします。

　橋本市在住の東忠宏さんが、「由良町へ訪れる皆さ

んに町の魅力をPRしたい」と里地内の山中に「ゆらき

ゃんぷ」を今年４月末にオープンしました。

　現在、初心者向けプランが中心で、テントや焚き火

台、チェア、テーブルなど食材以外の必要なものは東

さんが用意してくれ、サポートもしてくれる「てぶらキ

ャンプ」で自然を満喫できそうです。

　東さんは、「魅力的な観光スポットや名物がありま

すので、由良町を盛り上げていければ」と地域活性に

も貢献してくれそうです。

　詳しくは、ホームページや地方紙をご覧ください。

ゆらきゃんぷ
住　　所 ： 〒649-1111 由良町里地内
営 業 日  ： 金、土、日、月、その他祝日
 　　　　   （金はチェックイン、月はチェックアウト）
営業時間 ： IN 12:00／OUT 11:00
H　　  P  ： https://www.yuracamp.com H  P

ゆらきゃんぷ由良町役場

JR紀伊由良駅
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由
良
町
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癒
し
ス
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ッ
ト

由良町




